
 
 

 

 

 

平成 28 年１月 26 日 

 

歩行型除雪機を使用中の事故に御注意ください 

 

消費者庁には、平成 28 年１月 21 日から１月 24 日までの４日間で、

歩行型除雪機の使用者が下敷きになって死亡する事故が３件発生した

ことが報告されました。 

死亡事故が立て続けに報告されたことから、歩行型除雪機の安全な使

用方法について注意喚起を行います。 

 

１．事故の発生状況 

１月 24 日発生 新潟県 80 歳代男性 除雪機使用中に死亡（下敷きの状態で確認） 

１月 21 日発生 秋田県 70 歳代男性 除雪機使用中に死亡（下敷きの状態で確認） 

１月 21 日発生 長野県 70 歳代男性 後退中に転倒し、除雪機の下敷きとなり、 

雪部のオーガに巻き込まれ、死亡 

 

２．消費者への注意喚起 

（１）安全装置が正しく作動しない状態では絶対に使用しない 

安全装置が装備されているにもかかわらず、あえてこれを作動させずに使用

したり、故障を放置したままで使用したりすることは危険です。 

（２）周囲に人がいないことを確認 

歩行型除雪機を使用する際は、人を絶対に近づけさせないようにしましょう。

また、不意に人が近づいた場合には歩行型除雪機を直ちに停止できるような状

態で除雪を行いましょう。 

（３）投雪口に詰まった雪を取り除く際には必ずエンジンを停止し鍵を抜く 

投雪口に詰まった雪を取り除く際には、オーガやブロアの回転が停止したこ

とを確認してから雪かき棒を使用して雪を取り除きましょう。 

（４）作業中の転倒を防ぐため、十分な準備・注意をする 

除雪作業を行う前に障害物の位置などを確認し、滑りにくい履物を履くなど、

取扱説明書に書かれている準備を行いましょう。また、歩行型除雪機を使用する

際、特に後進時は足元や周囲の障害物に注意を払い、無理のない速度で使用する

など、取扱説明書の注意事項を必ず守って使用しましょう。 
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本資料に関する問合せ先 

消費者庁消費者安全課  中川、石井 

TEL：03(3507)9137（直通） 

FAX：03(3507)9290 

HP ：http://www.caa.go.jp/ 

 

 

http://www.caa.go.jp/


 
 

 

 

平成 27 年１月 26 日 （独）国民生活センター公表資料より 

 

 

 

＊この商品と今回の事故は関係ありません（以降の写真も同様です。）。 

＊資料引用の際にはその旨御明記ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①オーガ 雪をかき崩し、収集するための装置 

②オーガハウジング オーガによって収集された雪をブロアに送り込むための囲い 

③ブロア 雪を吐出するエネルギーを与える動力駆動式装置 

④ブロアハウジング ブロアを覆い、雪を吐出するための吐出口を持った覆い 

⑤シュータ ブロアハウジングから吐き出された雪を方向づけするための

 ⑥デッドマンクラッチ 
運転者が装置を動作させる力を抜いた場合に制御装置が自動
的に駆動装置への動力供給を停止させる装置 
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【参考】 



 
 

 
○オーガに引き込まれる事故の再現  
 
 
 
 
 
 
 
 
○後進した除雪機と壁に挟まれる事故の再現  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○除雪機の下敷きになる事故の再現  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


